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渋谷区では、昨年度から「探究」の学びを進

めてきました。自ら問いを立てて、課題を解決

するために情報収集をし、みんなで意見を出

し合い、解決へと導く能力を育んでいく学習

が探究です。渋谷区のこの取組は全国からも

注目をされているのですが、なぜ今「探究」な

のでしょうか。 

現在はグローバル化やデジタル化が進み、

社会の変化が激しく予測不可能になっている

中で、従来は重視されていた「同じ内容を正確

に早くこなす力」よりも、より複雑でなかなか

答えが出ない「正解が一つに決まらない問題

に取り組む力」が重視されるようになりまし

た。「探究」の学びでは、正解が一つに決まら

ない中で答えを考え出す活動を通して、導き

出した結果だけでなく、どうやってそこにた

どり着いたのかのプロセスが非常に重視され

ます。そしてそのプロセスは、物事を自分事と

して捉え、自ら問いを立てて情報を集め、考え、

行動するという学習サイクルです。社会の激

しい変化に対応していくには、この学習サイ

クルを通して「探究」する力が必要だというこ

となのです。 

国語辞書（三省堂大辞林）を引くと、「探究」

は次のように定義されています。「物事の真

相・価値・在り方などを深く考えて、すじ道を

たどって明らかにすること。」思考によって論

証したり問題解決を図ったりすること、ある

いは、論証や問題解決のために深く思考する

こと。そのような営みが「探究」だといえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「探究」は、英語では主に inquiry と訳さ

れます。「探し求める」という意味合いが根本

にあります。「探究」が research（調査）や 

investigate（捜査）、あるいは study（研究）、

work（勉強）といった語ではなく、あくまでも 

inquiry（探究）である、という風に訳語で対

比して考えてみると、「探究」のニュアンスの

理解に近づけると思います。 

以上のことからも、「探究」は「調べ学習」

ではありません。自ら問いを立て、その問い

（問題・課題）の解決を図っていくことです。

したがって、最初にどのような「問い」をもつ

かがとても重要になります。自らの興味を深

め、問いを設定したら、その問いに対する仮説

を立て、答えを見つけていくプロセスをたど

っていきます。探究活動の中では直面する課

題は多岐にわたりますし、解決方法も無数に

あるでしょう。教員も一緒に、問題解決のため

の方法論を教えたり、必要なリソースを提供

したりします。しかし、一人一人が、「自分が

どうしたいか」「自分がどうなりたいか」を考

えることが大切です。「もっと詳しく知りた

い」、「もう少し違った事例についても考えた

い」、「このことについて解決してみたい」など、

教科の学習の中でも毎日の生活の中でも、「探

究」の素材がたくさんあるはずです。日ごろか

ら「探究」の種を探して、「よりよい問い」や

「ワクワクする問い」を見つけてください。自

らの興味を深め、社会に貢献できる力を「探究」

の学びを通して身に付けていきましょう。 

「探究」の学び 

    校長 中村 哲也  



 

 

 

 ４月２１日（月）生徒会役員並びに各専門委

員の認証式が行われました。今年度、松濤中学

校では、子ども主体の「未来の学校」づくりの

推進を目標の一つに掲げています。生徒会本

部役員と各委員長が中心となって、この目標

を達成できるよう活動に取り組んでください。 

●生徒会本部役員（６年度後期から引き続き） 

会  長 鈴木 恵空 

 副 会 長 川井 紗・蔵合 美晴 

 書  記 加藤 和杜 

      深井 聖蘭・青 宙樹 

      

●各委員長 

第１学年 小松野 日子 

第２学年 北川 果奈 

第３学年  辻 義暉 

生  活 升 ひより 

 整  美 佐藤 風月 

放  送 小島 千和 

図  書 大島 瑞季 

保健給食 髙橋 なな 

（敬称略） 

 

 

 

＜陸上部＞ 

第７５回千代田区陸上競技選手権大会 

【中学女子の部】    ４月１３日（日） 

砲丸投  １位 ９ｍ６８ 

３年Ｃ組 米田 優瑞希 

走高跳  ２位 １ｍ４５ 

３年Ａ組 福田 梨紗 

２００ｍ ３位 ２７秒６８ 

３年Ｂ組 松井 杏莉 

 

＜レコチョクプレゼンツ＞ 

音の風景を描く 絵画コンテスト 

準大賞  ２年Ａ組 藤崎 晴 

（敬称略） 

 

 

 

 新年度が始まり、あっという間に４月が終

わりました。各学年ともに順調なスタートを

切ることができました。１年生は新しい友達

との出会いを楽しみ、２年生は１か月前の３

月よりも大きく成長しています。３年生は最

上級生としての自覚をもち、後輩の模範とな

るような生活を送っています。１年生にとっ

ては、５０分授業や委員会活動、部活動、朝

ランニング、モーニングレッスンなど、初め

てのことが多い中、一つ一つ前向きに取り組

んでいる姿が大変印象的でした。２、３年生

も新たな気持ちで授業に取り組んでいます。

それぞれ、今の気持ちや目標を大切にして、

一年間を過ごしてほしいと思います。 

 

 

 

１日（木）専門委員会 

２日（金）保護者会 

７日（水）心臓検診（１年） 

９日（金）授業公開（５時間） 

道徳授業地区公開講座 

１２日（月）全校朝礼・教育実習（始） 

１３日（火）歯科検診（２年・１Ａ） 

腎臓検診（２次） 

１５日（木）耳鼻科検診（全学年） 

      腎臓検診（２次予備） 

１６日（金）体力テスト 

      引取訓練 

１９日（月）開校記念日 

      内科・修学旅行前検診（３年） 

２１日（水）修学旅行（３年）始 

      インド交流学習（１・２年） 

２３日（金）修学旅行（３年）終 

      English Camp保護者会（２年） 

２８日（水）生徒総会 

３０日（金）軽可搬ポンプ訓練（１年） 

      教育実習（終） 

      英語検定 

部活動・文化活動の表彰 

５月の主な予定 

生徒会・委員会認証式 

 

 

４月を振り返って 


